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New Occurrence of Operculina from the Tottori Group and its Significance 
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Ss.:. Sandstone, Ms.: Muds tone, M.: Member, [ ] : maximum 
thickness,. A: Andesite, D: Dacite, R: Rhyolite; 1: lava, 
hy:. hya ~ o~ ! astite, ~~: _tuf~ _breccia, lt: lapi 11 i tuff, pt: 
pumi ~e tuff, wt: _welded tuff, tf: tuff, br: breccia, • cg: 
con~l?merat e, vol. _cg: volcanic conglomerate, pss: pebbly ぷndstone, ss: sandstone, ms: mudstone. 
: benthic foraminifera of B and C zones, R : Prぢamussium-
Delectopecten assemblage，④ : Ac~t a a~semb1age, c: Vicarya, 
c : Celoina• 田： insect fossi19 回：p1antfossil. 

Fig. 1. Generalized stratigraphy of the Tottori Group. 

Basement Rocks 

culinaの産出した明辺付近のルート柱状図と，産出露頭の柱状図は Fig.3に示されるとおり
である．

Operculinaは，諸鹿礫岩層の最上部から，さらに約98m上位の普含寺泥岩層中の砂岩層に含

まれる．Operculinaは砂岩層の中ほどの数層準からやや密集して産する．また，これに伴われ

て， Chlamysnisataiensis, Dosinia (Phacosoma) nomurai, Oxyperas osawanoensisなどの二枚
貝化石や，ウニの刺，植物化石片が産する．いずれも保存状態は不良で，それらの密集した状

況は，異地性の産状を示しているものと解釈される．

化 石

Operculinaは全体的に保存状態が不良で，ほとんどの個体は殻の溶脱した印象化石であり，

石灰質の殻が残った標本はわずかに 4個体だけである．それらの個体の殻は偏平，輪郭は耳た

ぶ状で，初期は包旋回，後期は開旋回になっている．直径は， 2.35~3.90mmで，幅は1:81~
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2.72mmである．旋回数は 2½~ 3％巻まで

確認できるが，それ以上は破損または溶解

により不明である．各巻の室数は，第 1巻

が7~9室， 2巻が10~14室， 3巻が18~23

室で，最終巻の室数は16~23である．セプ

タはすべて緩やかに後方に曲がっており，

それぞれのセプタはほぽ平行である．初房

が認められたのは， 4個体中 1個体のみで，

その直径は115μ である．以上のような標本

の特徴は， Ha~zawa (1935)のOperculina

complanata japonica Hanzawaの特徴に

ほぼ一致し，同種に同定される．

ii'1、¥J9’99U9-
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一方，印象化石の個体は詳細な巻数や室

数が不明であるが，その輪郭や巻き方，ぁ

るいは推定される最終巻の室数が23~25で

あることから，Operculina complanata 
Fig. 2. Locality of occurrence of Operculina. Topo-

japoni'ca Hanzawaであると推察される． graphic maps (scale 1:25000) : Oogi皿sen

それらの個体は直径5.03mm,幅3.70mmに達 and W akasa district. 

する大型ものもある．

考察ーOperculina産出の意義

地質時代について：鳥取層群の地質時代は次のように決定されている．まず，諸鹿礫岩層か

ら産する黒瀬谷動物群の産出層準は， Blow(1969)のN.8の中にあるとされている（土， 1983).

また，普含寺泥岩層中に認められる底生有孔虫化石の Foram. Sharp Line（多井， 1963)は，

西南日本の各地の中新統に認められ，浮遊性有孔虫化石の関連からすると， Blow(1969)のN.

9とN.10 の境界部にほぼ相当するとされている（米谷•井上， 1981).

一方，Operculinacomplanata japonicaは Miogypsinakotoi kotoiや Miogypsinakotoi 

japoni'caとほぽ同層準に産するとされ，その産出層準は Mfogypsina-Operculinahorizonとし

て取り扱われている．この層準は Vicarya,Geloina, Telescopiumなどを含む黒瀬谷動物群の

産出層準よりいくぶん上位に相当し， Blow(1969)の浮遊性有孔虫化石帯の N.8から N.9の

基底部付近に相当するものと考えられている（たとえば，茨木， 1981:土， 1983など）．また，

Matsumaru (1973, 1980)は，Operculinacomplanata japonicaの産出層準は， Blow(1969) 

の N.8から N.9に限定されていると述べている．

この鳥取層群からのOperculinaの産出には，従来からの，軟体動物化石と小型有孔虫化石

という時代決定の指標のほかに，新たな指標がひとつ加わった，という点で意義がある．

古生物地理区について：松丸（1981)は，前期中新世～中期中新世初頭の大型有孔虫動物地

理区に， 日本海側から太平洋側へ向かって， Miogypsina-Operculina 地理区， Lepidocyclina

-Miogypsina地理区およぴMiogypsina-Operculina地理区の 3地理区を識別している．鳥取地

域は，従来，大型有孔虫の産出は知られていなかったものの，軟体動物化石などとの関連から

も， Miogypsina-Operculina地理区に属するものと考えられていた．このたび，鳥取地域で産

出したOperculinaは，この地理区のなかでの産出空白域を埋めるという意義を有する．
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Fig. 3. Columnar sections near Akenabe and the horizons of occurrence of fossils. 

まとめ

1. 中新統烏取層群より産したOperculinaは，全般的に保存状態は不良であるが，その形

態的特徴からOp~rculina complanata japonicaに同定される．
2. Operculina complanata japonicaは異地性の産状を示し，産出層準は Vicaかa,Geloina 
などの軟体動物化石を産する諸鹿礫岩層よりも上位の普含寺泥岩層中部層である．このような

大型有孔虫と軟体動物化石の産出が近い層準にあることは，各地にほぽ共通しており，両者と

もN.8から N.9の基底部付近までに含まれる．今回のOperculinaの産出には，鳥取層群の地

質時代を指示する指標が新たにひとつ加わったという点で意義がある．

3.前期中新世～中期中新世初頭の大型有孔虫動物地理区のなかで，鳥取地域は H本海側の

Mt'ogypsina-Operculina地理区に属することが明らかになった．
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Plate 41 

Figs. 1, 2, 3, 4. Operculina complanata japonica Hanzawa 

Figs. 5, 6, 7, 8. Operculina sp. 






